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昭
和
50
年
度
決
算
を
認
定

　
．
r
算
で
決
め
た
と
お
り
事
業
を
行
い
、
区
民
の
た
め
に
脱

金
な
ど
か
有
効
に
使
わ
れ
た
か
…
　
．
公
選
区
．
長
と
し
て
、
年

日

世
田
谷
、
区
政
の
成
果
を
．
小
す
50
年
度
各
会
計
決
算
か
、

第
四
回
定
例
会
で
、
全
会
．
致
で
認
定
さ
れ
た

　
こ
の
議
案
を
審
議
し
た
区
議
会
で
は
、
臼
民
卜
』
．
入
、
公

明
・
共
産
・
社
会
各
四
へ
・
民
社
．
．
入
・
無
所
属
．
．
入
の
．

レ
九
名
か
ら
な
る
「
決
算
特
別
委
員
会
」
を
設
置
　
し
日
問

に
わ
た
る
審
議
を
経
て
、
H
月
3
0
H
の
本
会
議
f
、
．
吋
決
し
た
，

　
昭
和
5
0
年
は
、
急
激
に
襲
り
た
”
財
政
危
機
の
年
”
で
あ

り
、
こ
れ
を
い
か
に
突
破
し
た
か
か
審
議
の
大
き
な
焦
点
と

な
っ
た
，
　
・
．
註
し
い
解
説
は
四
べ
ー
ジ
を
ご
覧
く
た
さ
い
一

出歳

昭和50年度．各会計，決算

　歳　　入
　ム　計　別　一堅一
一　般一套一許一

　　決　　算　　額

539億3，934万2，443円

収入率

98．9％

前年度対比

117．4％

　　決　　算　　額
　　　　一　　　　一

　53／億4，554乃3，656円

執行率

97．4％

前年度対比

123．1％

国保事業会計 89億0，52／万8，159円 98．3％ 123．9％ 88億2，／51万2，874円 97．3％ 124．5％

中学校給食費会計 5億0，543万9，384円 98．7％ 126．5％ 5億0，311万3，515円 98．3％ 127．5％

計 633億4，996万9，986円 98．8％ 118．3％ 624億7，017万0，045円 97．4％ 123．4％

士不貴　その他民生貧彰’自霜鴎ヒ、頑

一般会計決算の内訳と前年度との比較

　　　．画■四50年度　　［二149年度

士オ、貧　続影貧　その継民生貰華僑費
σ暢・夢’い男ヌ僖壁

「
財
政
危
機
の
護
に
）
肇
醤
、
晒

搬
大
の
努
力
を
し
た
。

ま
ず
他
区
に
先
が
け
机
財
政
危
機
緊
急
対
策
本
部
”

を
設
置
。
区
民
福
祉
を
低
ド
さ
せ
ぬ
よ
う
極
力
経

費
節
減
を
行
い
、
か
ろ
う
じ
て
黒
字
と
な
っ
た
。

そ
の
額
は
、
三
会
計
合
計
だ
二
億
四
一
二
↓
万
一

九
三
三
円
（
群
雛
聯
勲
嫌
）
と
激
減
、
5
0
年
度
だ
け

の
収
支
で
は
、
約
卜
三
億
円
の
赤
字
で
あ
っ
た
」

　
以
上
が
区
側
の
説
明
だ
が
、
こ
の
ほ
か
別
図
に

　
　
　
　
　
■
蕊
　
　
　
示
す
よ
う
に
昨
年
と
比

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
る
と
、
次
の
こ
と
が

大
き
な
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

歳
入
”
①
区
税
が
激
減
し
た
こ
と
。
②
特
別
区
債

（
借
金
）
が
二
倍
以
上
ふ
え
た
こ
と
。

歳
出
”
①
職
員
費
を
新
設
し
た
こ
と
。
②
教
育
費

が
減
っ
て
民
生
費
が
ふ
え
た
こ
と
。
③
総
務
費
と

土
木
費
の
順
位
が
入
れ
替
っ
た
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
行
財
政
運
営
を

　
　
　
　
　
　
　
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F

　
各
党
か
ら
共
通
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
簡
題
は
、

新
聞
報
道
さ
れ
た
職
員
の
行
政
処
分
事
件
（
n
月

13

日
付
．
産
経
）
に
対
す
る
事
実
究
明
と
職
員
研

修
の
強
化
・
充
実
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
区
側
は
、

「
新
聞
柱
か
ら
取
材
さ
れ
た
事
実
は
全
く
な
い
。

会
計
事
務
の
規
則
違
反
が
、
服
務
監
察
で
判
明
し

た
の
で
行
政
処
分
を
し
た
。
今
後
、
区
民
に
疑
惑

を
起
こ
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
が
絶
対
な
い
よ
う
職

場
の
研
修
を
行
い
た
い
」
と
強
調
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
組
織
改
正
や
基
本
構
想
の
考
え
方
、

区
内
に
家
屋
を
持
つ
区
外
居
住
者
の
課
税
状
況
、

補
助
金
・
助
成
金
の
見
直
し
な
ど
、
広
範
囲
に
わ

た
る
質
疑
が
か
わ
さ
れ
た
。

　
保
育
園
．
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
増
設
、
知
恵
遅

れ
児
童
の
保
育
制
度
化
、
保
父
制
度
の
採
用
な
ど
、

児
童
施
策
が
数
多
く
質
問
さ
れ
た
。
理
事
者
は
、

「
児
童
対
策
を
強
化
す
る
。
障
害
児
保
育
も
で
き

る
だ
け
早
く
実
施
し
た
い
。
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
な

ど
の
制
度
化
を
国
・
都
へ
強
く
要
講
す
る
」
と
の

積
極
的
な
答
弁
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
区
民
に
喜
ば

れ
て
い
る
応
急
小
口
資
金
貸
付
（
簸
高
五
万
円
）

の
増
額
も
行
い
た
い
と
述
べ
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
区
民
施
設
の
委
託
管
理
、
9
時
間
延

長
や
老
人
対
策
な
ど
が
論
議
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
環
境
・
衛
生
・
土
木
・

　
　
　
　
　
　
　
建
築
を
め
ぐ
っ
て

　
　
こ
の
部
門
で
は
、
防
災
対
策
－
特
に
区
民
へ
の

　
い
ろ
い
ろ
な
P
R
・
指
導
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
当
区
が
健
康
都
市
宣
言
し
て
発
足
し
た

　
「
健
康
都
市
推
進
協
議
会
」
（
委
員
一
一
四
名
）
の

　
改
組
と
保
健
セ
ン
タ
ー
運
営
方
法
な
ど
に
も
質
疑

　
が
あ
っ
た
。
区
側
は
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
は
積
極

　
的
に
取
り
組
み
、
改
善
す
る
と
表
明
。
ま
た
、
下

　
水
道
工
事
を
め
ぐ
る
各
種
の
問
題
、
道
路
計
画
の

再
編
成
な
ど
が
強
く
要
望
さ
れ
、
具
体
的
な
緑
化

　
推
進
策
も
論
議
さ
れ
た
。

　
　
そ
の
ほ
か
、
公
害
問
題
・
保
健
衛
生
事
業
の
充

　
実
な
ど
、
私
た
ち
の
身
近
な
環
境
に
つ
い
て
の
成

果
や
今
後
の
方
向
が
た
だ
さ
れ
た
。

　
”
社
会
教
育
”
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
あ
り
方
や
職

員
の
身
分
閤
題
、
区
民
と
の
交
流
の
方
法
改
善
な

ど
に
論
議
が
集
中
し
た
。
「
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

事
件
を
出
し
た
こ
と
に
対
し
非
常
に
遺
憾
で
あ
っ

た
。
現
在
、
経
理
・
人
事
面
の
改
善
を
協
議
中
だ
、

区
民
へ
の
各
種
行
事
の
方
法
を
再
検
討
し
万
全
を

期
し
て
い
く
」
と
理
事
者
の
決
意
を
示
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
児
童
の
体
力
低
ド
改
善
策
、
業
者

テ
ス
ト
の
現
状
・
指
導
、
給
食
マ
ナ
ー
の
あ
り
方
、

．
図
書
館
増
設
、
教
育
セ
ン
タ
ー
建
設
な
ど
、
当
面

の
課
題
が
質
疑
さ
れ
た
。
↓
方
、
教
育
と
文
化
の

関
連
や
学
区
域
編
成
問
題
に
も
ホ
ッ
ト
な
論
議
が

あ
っ
た
。

決
算
に
対
す
る

各
派
意
見
の
あ
ら
ま
し

　
　
　
　
　
人
事
管
理
を
徹
底
し

　
　
　
　
　
職
員
研
修
を
充
実
さ
せ
よ

　
財
政
危
機
に
際
し
、
内
部
努
力
で
黒
字
決
算
と

し
た
苦
労
に
は
敬
意
を
表
す
が
、
区
政
は
一
日
と

し
て
休
め
な
い
。
そ
れ
に
は
、
積
極
的
に
起
債
や

開
発
公
社
資
金
を
活
用
し
、
立
遅
れ
て
い
る
社
会

資
本
を
充
実
す
る
必
要
が
あ
る
。
単
に
ケ
健
全
財

政
〃
の
み
を
考
え
る
だ
け
で
は
、
区
民
要
望
に
ト

分
応
え
ら
れ
な
い
。
弊
業
に
あ
た
っ
て
は
、
特
に

人
彊
管
理
を
徹
底
し
、
職
員
研
修
の
充
実
を
は
か

れ
。
業
務
委
託
を
広
げ
、
事
務
組
織
の
へ
口
理
化
も

当
然
行
う
べ
き
だ
。
当
面
は
、
短
期
計
画
を
早
く

つ
く
り
、
住
民
参
加
の
ル
ー
ル
を
確
症
さ
せ
よ
。

　
　
　
　
　
自
主
財
源
の
確
保
に

　
　
　
　
　
全
力
を
あ
げ
よ

　
区
が
自
由
に
使
え
る
財
源
の
確
保
に
」
－
分
留
意

さ
れ
た
い
。
お
業
．
面
で
、
特
に
次
項
を
区
民
サ
イ

ド
か
ら
、
要
望
す
る
。
O
身
障
者
コ
ー
ナ
ー
な
ど
窓

口
の
改
善
O
私
勉
幼
稚
園
へ
の
増
改
築
資
金
貸
付

O
福
祉
団
俸
へ
の
助
成
強
化
O
好
評
な
緊
急
保
育

の
増
加
O
老
人
能
宅
建
設
な
ど
の
老
人
施
策
O
身

障
者
の
運
転
免
許
助
成
O
生
業
・
応
急
小
口
資
金

の
増
額
O
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
建
設
と
開
設
資
金

貸
付
．
の
制
度
化
O
ろ
水
機
使
用
の
講
習
会
な
ど
防

災
対
策
O
緑
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
づ
く
り
O
野
沢

な
ど
、
．
要
望
の
強
い
地
区
へ
の
幼
稚
園
増
設
。

　
　
　
　
　
情
性
的
な
行
政
実
績
を

　
　
　
　
　
早
急
に
改
善
せ
よ

　
今
日
の
財
政
危
機
は
、
税
財
政
構
造
の
欠
陥
が

原
因
だ
。
ゆ
え
に
、
区
の
超
過
負
担
は
莫
大
な
額

に
上
っ
て
い
る
、
他
区
に
先
が
け
て
、
財
政
危
機

突
破
を
は
か
っ
た
点
を
評
価
す
る
。
特
に
、
9
月

に
減
額
補
正
と
は
い
え
、
福
祉
・
教
育
優
先
を
示

し
た
姿
勢
は
注
目
さ
れ
る
。
区
民
と
直
接
話
合
っ

て
、
そ
れ
を
生
か
す
努
力
が
必
要
だ
。
そ
の
た
め

に
は
区
民
築
会
室
を
数
多
く
設
置
せ
よ
。
予
算
編

成
に
あ
た
っ
て
は
、
惰
性
的
な
実
績
や
実
状
に
そ

ぐ
わ
な
い
し
く
み
を
早
急
に
改
善
し
、
区
民
の
信

望
に
応
え
る
区
政
を
確
立
せ
よ
。

　
　
　
　
　
区
民
本
位
に
努
力
し
た
点
を

　
　
　
　
　
高
く
評
価
す
る

　
執
行
面
で
、
区
民
本
位
に
努
力
し
た
点
を
高
く

評
価
す
る
。
だ
が
、
「
財
政
権
確
伍
を
区
民
ぐ
る
み

で
行
う
た
め
、
区
民
集
会
を
開
け
」
と
の
わ
が
党

の
主
張
が
一
度
も
実
現
し
な
か
っ
た
の
が
残
念
だ
。

今
後
も
財
政
難
が
予
想
さ
れ
て
お
り
、
都
区
間
の

財
政
調
整
を
よ
り
一
層
改
善
し
て
い
け
。
地
域
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
、
保
育
園
・
学
童
保
育
ク
ラ

ブ
を
増
設
す
る
よ
う
望
む
。
ま
た
、
公
害
対
策
の

強
化
、
健
康
都
市
推
進
策
の
改
善
、
区
民
の
声
を

反
映
し
た
保
健
セ
ン
タ
ー
運
営
な
ど
を
↑
分
留
意

さ
れ
た
い
。
職
員
の
綱
紀
粛
、
止
に
も
心
が
け
よ
。

　
　
　
　
　
長
期
的
展
望
に
立
っ
た

　
　
　
　
　
無
駄
の
な
い
組
織
・
人
事
を

　
公
選
区
長
誕
生
に
と
ら
わ
れ
て
、
財
政
に
対
す

る
配
慮
が
足
り
な
か
っ
た
年
で
は
な
か
っ
た
か
。

そ
れ
ゆ
え
、
行
政
財
の
洗
い
直
し
を
い
わ
れ
な
が

ら
、
そ
の
姿
勢
が
あ
っ
た
の
か
疑
問
に
感
じ
ら
れ

る
。
組
織
．
人
事
に
つ
い
て
も
、
従
来
ま
で
の
踏

襲
に
よ
り
無
駄
が
生
じ
て
き
て
い
る
。
長
期
的
視

野
に
立
っ
た
改
善
が
必
要
だ
。
将
来
に
お
け
る
財

政
の
硬
直
化
に
ト
分
配
慮
し
つ
つ
、
住
民
の
要
望

を
受
け
入
れ
ら
れ
る
体
制
を
考
え
よ
。
各
事
業
に

つ
い
て
は
、
提
起
さ
れ
た
事
項
に
真
剣
に
取
り
組

み
、
住
民
参
加
・
対
話
に
一
層
意
を
用
い
て
い
け
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲

　
　
　
　
　
「
健
康
都
市
富
一
言
」
の

　
　
　
　
　
意
義
を
重
視
せ
よ

　
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
変
え
た
だ
け
で
は
だ
め

だ
。
広
い
意
味
を
持
つ
”
健
康
都
市
宣
言
”
を
重

視
せ
よ
。
生
活
の
質
に
お
け
る
環
境
施
策
が
貧
困

だ
。
「
花
い
っ
ぱ
い
」
癒
ど
を
直
接
貝
体
的
に
行
え
。

健
康
老
人
へ
の
対
策
、
幼
児
教
育
の
確
立
を
推
進

し
、
「
文
化
都
市
」
に
ふ
さ
わ
し
い
機
構
を
つ
く
れ
。

　
　
　
　
有
効
に
金
を
使
っ
て

　
　
　
　
望
ま
れ
る
施
策
を

　
金
が
生
き
て
使
わ
れ
て
い
る
か
必
ず
チ
ェ
ッ
ク

せ
よ
。
計
画
は
実
行
で
き
る
も
の
に
し
、
必
要
な

施
設
は
必
要
な
地
域
に
つ
く
れ
。
休
日
・
夜
問
の

緊
急
診
療
制
度
、
区
営
住
宅
な
ど
現
実
に
望
ま
れ

る
施
策
を
行
え
。
窓
口
は
、
身
障
者
・
老
人
な
ど

弱
者
の
立
場
で
、
親
切
に
臨
機
応
変
に
応
接
ぜ
よ
。
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敷

ー
f
』
昌
、
、

町
鯉
　
低
成
長
下
に
お
け
る
区
政
を

鶴
　
今
後
ど
う
進
め
て
い
く
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
目
民
党
－

質
問
　
か
つ
て
な
い
財
政
危
機
は
、
計
画
縮
小
と

内
部
の
節
減
努
力
で
脱
し
は
し
た
が
、
今
後
も
厳

し
い
経
済
情
勢
が
予
測
さ
れ
る
。
予
算
編
成
期
を

迎
え
て
、
こ
れ
か
ら
の
区
政
を
ど
う
い
う
方
向
に

進
め
て
い
く
の
か
。

区
長
　
都
市
整
備
が
い
つ
も
後
追
い
に
な
り
、
周

辺
区
で
は
特
に
こ
れ
が
立
遅
れ
、
区
政
の
大
き
な

璽
荷
に
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。
今
後
は
、
「
計

画
性
」
を
持
つ
こ
と
が
ど
う
し
て
も
必
要
だ
。
庄

民
の
要
望
も
強
く
、
実
態
に
合
っ
た
計
画
を
重
点

的
に
盛
り
込
ん
で
い
き
た
い
。

質
問
　
再
開
発
事
業
は
、
計
画
的
に
進
め
て
い
け

ば
実
現
が
可
能
だ
。
そ
れ
に
は
、
庄
民
に
理
解
し

て
も
ら
え
る
“
ル
ー
ル
”
を
確
立
す
る
必
要
が
あ

る
。
区
が
手
を
つ
け
ら
れ
る
部
分
か
ら
で
も
実
施

し
て
い
け
。

区
長
　
区
の
再
開
発
事
業
は
限
ら
れ
て
い
て
な
か

な
か
進
ま
な
い
。
か
と
い
っ
て
放
置
で
き
な
い
の

で
、
そ
の
基
本
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
。
住
民
と

の
話
合
い
の
努
力
も
し
、
慎
重
に
進
め
て
い
く
。

質
問
　
公
共
事
業
は
、
総
合
的
視
野
に
立
っ
て
進

め
よ
。
ブ
ロ
ッ
ク
ベ
い
を
生
け
垣
に
す
る
指
導
を

行
い
、
防
災
と
緑
化
を
か
ね
る
の
も
一
策
だ
。

区
長
　
従
来
の
た
て
割
り
行
政
を
一
、
兀
化
し
た
い
。

質
問
　
暗
渠
化
し
た
川
の
上
を
緑
道
化
し
て
い
る

が
、
水
の
流
れ
を
取
り
戻
す
工
夫
を
考
え
よ
。
合

流
式
を
分
流
式
に
し
、
人
工
の
川
も
つ
く
れ
。

区
長
・
土
木
部
長
　
分
流
式
も
可
能
だ
が
、
莫
大

な
経
蟹
が
か
か
り
困
難
だ
。
水
源
問
題
も
あ
る
が
、

ど
こ
か
に
人
工
川
を
再
現
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
　
基
本
構
想
で
何
を
求
め
て
い
る
か
。
何
年

先
を
目
標
と
し
て
い
る
の
か
。

区
長
　
当
区
の
将
来
像
を
え
が
き
な
が
ら
十
年
後

を
目
途
に
進
め
て
い
き
た
い
。

｛ゲ

　
　
　
　
基
本
構
想
審
議
会
を

薪
・
　
　
　
　
『
日
も
早
く
開
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
公
明
党
－

質
問
　
都
は
、
独
自
の
行
財
政
三
力
年
計
画
を
発

表
し
た
が
、
当
区
の
財
源
の
見
通
し
は
ど
う
な
の

か
。
基
本
構
想
審
議
会
が
ま
だ
開
か
れ
て
い
な
い
。

区
民
の
た
め
に
積
極
的
に
取
り
組
め
。

区
長
　
行
財
政
の
見
直
し
は
急
務
で
あ
り
、
基
本

構
想
で
貝
体
化
さ
せ
る
。
52
年
度
も
苦
し
い
見
通

し
で
、
効
率
的
に
財
源
配
分
を
し
て
い
く
。
人
選

な
ど
で
遅
れ
て
い
る
審
議
会
も
極
力
早
く
開
く
。

質
問
　
公
共
建
築
物
の
飲
料
水
汚
染
が
ひ
ど
い
。

特
に
学
校
の
受
水
槽
は
、
錠
が
な
い
も
の
や
蓋
の

あ
い
た
ま
ま
の
も
あ
る
。
検
査
し
て
い
る
の
か
。

区
長
・
教
育
長
　
年
一
回
、
定
期
点
検
し
て
い
る
。

水
質
検
査
も
毎
月
一
回
行
な
っ
て
お
り
、
施
錠
も

す
べ
て
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

質
間
　
幼
稚
園
に
入
れ
な
い
子
の
緊
急
対
策
を
考

え
よ
。
ま
た
、
児
童
対
策
の
一
元
化
を
早
急
に
は

か
り
、
私
立
幼
稚
園
の
助
成
を
増
額
せ
よ
。

区
長
　
通
信
教
育
制
度
な
ど
を
調
査
し
て
み
た
い
。

一
、
兀
化
も
急
い
で
検
討
し
て
い
る
。
助
成
も
拡
大

し
、
都
へ
も
要
請
し
て
い
く
。

質
問
　
有
害
性
の
は
っ
き
り
し
て
い
る
合
成
洗
剤

を
、
区
民
が
使
わ
な
い
よ
う
に
強
く
指
導
せ
よ
。

区
長
・
環
境
部
長
　
問
合
せ
も
多
い
の
で
、
講
習

会
な
ど
を
開
き
、
P
R
し
て
い
く
。
区
だ
け
で
処

理
で
き
な
い
の
で
、
国
・
都
に
禁
止
を
要
請
し
た
。

質
問
　
他
区
と
の
境
に
居
住
す
る
区
民
に
、
区
政

が
十
分
行
き
届
い
て
い
な
い
。
対
策
を
考
え
よ
。

区
長
　
境
界
を
簡
単
に
変
え
ら
れ
な
い
の
で
、
学

区
域
な
ど
は
よ
く
話
合
い
、
十
分
配
慮
し
て
い
く
。

属
㎜

質
問

大
胆
な
発
想
転
換
に
よ
る

予
算
の
編
成
を
試
み
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
共
産
党
ー

区
民
の
行
政
意
識
は
大
き
く
変
化
し
て
い

る
。
こ
れ
を
十
分
認
識
し
て
、
発
想
を
大
胆
に
転
換

さ
せ
る
と
き
だ
。
そ
こ
で
、
区
民
要
望
に
応
え
て
、

予
算
を
地
域
O
と
に
分
け
て
編
成
し
て
は
ど
う
か
。

区
長
　
区
民
の
声
は
計
画
の
中
で
反
映
さ
せ
て
い

く
。
分
割
編
成
は
地
域
の
調
整
が
困
難
だ
。

質
問
　
庄
民
が
話
し
合
う
場
所
が
も
っ
と
必
要
だ
。

学
校
開
放
を
特
別
教
室
ま
で
広
げ
、
集
会
所
の
時

間
延
長
も
検
討
せ
よ
。
福
祉
会
館
。
児
童
館
の
読

茜
室
を
図
昔
館
に
で
き
な
い
か
。

区
長
　
校
庭
・
体
育
館
の
開
放
を
検
討
し
て
お
り
、

こ
れ
を
定
着
化
さ
せ
て
か
ら
、
プ
ー
ル
・
教
室
な

ど
を
考
え
る
。
図
詠
の
団
体
貸
出
し
な
ど
を
今
後

の
課
題
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。
　
　
　
　
、

質
間
　
出
張
所
窓
ロ
嘔
務
の
電
送
シ
ス
テ
ム
が
検

討
さ
れ
て
い
る
が
、
窓
口
蟹
務
の
基
本
を
考
え
直

し
て
み
よ
。
ま
た
、
教
育
セ
ン
タ
ー
建
設
は
緊
急

性
が
な
い
の
で
は
な
い
か
。

区
長
　
出
張
所
窓
口
の
喧
送
化
は
、
実
施
後
の
効

果
に
期
待
し
て
い
る
。
教
育
セ
ン
タ
ー
は
重
視
し

て
い
る
の
で
、
完
全
な
も
の
を
考
え
た
い
。

質
問
　
伝
統
あ
る
「
ボ
ロ
市
」
を
拡
充
・
発
展
さ

せ
、
現
代
の
ボ
ロ
市
と
し
て
区
民
の
名
物
に
せ
よ
。

区
長
　
今
年
は
”
四
百
年
祭
”
に
あ
た
り
、
い
ろ

い
ろ
催
物
を
準
備
し
て
い
る
。
く
ら
し
の
広
場
を

大
き
く
し
た
郷
土
の
祭
と
し
た
い
。

質
問
　
児
童
の
ヒ
五
％
が
む
し
歯
の
治
療
が
必
要

だ
。
休
日
応
急
診
療
制
度
を
実
施
せ
よ
。

区
長
　
歯
科
医
師
会
と
相
談
し
て
進
め
て
い
く
。

嬉
蜘
環
境
の
変
化
を

一
・
道
事
前
に
予
測
す
る
調
査
を
行
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
社
会
党
ー

質
間
　
高
度
成
長
と
と
も
に
、
公
害
発
生
な
ど
生

活
環
境
の
変
化
が
、
今
や
大
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

当
区
で
も
、
玉
川
・
用
賀
地
区
、
桜
新
町
付
近
の

地
盤
沈
下
が
生
じ
、
こ
れ
は
企
業
に
よ
る
地
ド
水

の
大
量
取
水
、
下
水
道
工
事
が
そ
の
原
因
と
さ
れ

て
い
る
。
新
た
に
区
内
で
、
下
水
道
の
三
つ
の
幹

線
が
追
加
さ
れ
た
。
こ
れ
に
着
手
す
る
前
に
、
区

独
自
に
で
も
そ
の
影
響
予
測
調
査
を
実
施
せ
よ
。

区
長
　
三
幹
線
は
、
「
都
市
計
画
審
議
会
」
の
審
議

を
経
て
都
が
決
定
し
た
。
地
盤
沈
下
な
ど
を
で
き

る
だ
け
起
こ
さ
ぬ
よ
う
都
に
強
く
要
請
し
て
い
く
。

環
境
部
長
　
地
盤
沈
下
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
、

都
の
公
害
局
で
一
部
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
。

質
間
　
川
崎
市
が
初
め
て
制
定
し
た
「
環
境
ア
セ

ス
メ
ン
ト
（
影
響
評
価
に
関
す
る
）
条
例
」
を
、

世
田
谷
区
で
つ
く
れ
な
い

か
。区
長
　
環
境
保
全
の
た
め

の
条
例
は
必
要
だ
。
区
独

自
で
は
評
価
の
方
法
な
ど

で
困
難
だ
が
、
川
崎
方
式

な
ど
を
よ
く
研
究
し
て
み

た
い
。

質
問
　
ロ
ッ
キ
ー
ド
撃
件

は
、
単
に
国
だ
け
の
問
題

で
は
な
い
。
地
方
政
治
に

ま
で
影
響
し
、
全
国
自
治

体
で
汚
職
事
件
が
続
発
し

て
い
る
。
当
区
も
長
い
保

守
区
政
と
い
う
こ
と
か
ら

綱
紀
粛
旺
を
ト
分
心
が
け
、

チ
ェ
ッ
ク
を
怠
る
な
。

区
長
　
地
方
公
務
員
の
汚

職
が
多
い
肇
実
を
「
他
山

の
石
」
と
し
て
、
よ
く
肝

に
命
じ
て
注
意
す
る
。

墨
薙
羅
羅
な
る
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
民
社
党
－

質
問
　
区
内
転
居
し
た
場
合
、
転
居
後
に
前
住
の

出
張
所
へ
届
出
す
る
の
は
、
住
民
に
と
っ
て
非
常

に
不
便
だ
。
法
律
で
決
ま
っ
て
い
る
か
ら
と
は
い

え
、
住
民
が
便
利
な
運
用
を
は
か
り
、
工
夫
す
る

こ
と
が
先
行
さ
れ
る
べ
き
だ
。
そ
れ
で
こ
そ
、
真

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

区
長
　
ま
だ
ま
だ
”
役
所
的
な
面
”
が
多
い
よ
う

だ
。
「
区
の
顔
」
と
し
て
、
窓
口
行
政
に
は
↑
分
留

意
し
、
職
員
の
研
修
に
努
力
し
て
い
く
。

質
問
　
四
カ
所
あ
る
区
立
結
婚
式
場
の
利
用
者
が

減
少
し
て
い
る
。
中
で
も
厚
生
会
館
（
豪
徳
寺
）

は
一
番
少
く
、
し
か
も
近
日
中
に
料
理
な
ど
を
値

上
げ
す
る
と
聞
く
。
行
政
効
果
を
あ
げ
る
た
め
、

住
民
と
話
合
っ
て
廃
止
す
べ
き
だ
。
そ
こ
を
「
職

員
研
修
所
」
に
転
用
で
き
な
い
か
。

区
長
　
厚
生
年
金
な
ど
の
融
資
も
あ
り
、
簡
単
に

転
用
で
き
な
い
が
、
住
民
の
考
え
も
聞
き
検
討
し

て
い
る
。
研
修
所
も
含
め
て
利
用
方
法
を
考
え
る
。

質
問
　
青
年
大
学
の
結
成
を
は
か
っ
た
が
、
少
数

し
か
集
ま
ら
ず
解
散
し
て
し
ま
っ
た
。
職
員
が
事

務
的
に
処
理
す
る
だ
け
で
よ
い
も
の
か
。

区
長
　
対
象
者
の
把
握
な
ど
、
よ
く
準
備
し
て
か

ら
事
業
を
進
め
て
い
く
よ
う
に
す
る
。

質
問
　
「
労
便
問
の
話
合
い
」
が
不
卜
分
だ
。
昼

休
み
業
務
も
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
職
員
の
研
修

・
厚
生
を
も
っ
と
配
慮
し
て
い
く
べ
き
だ
。

区
長
窓
口
業
務
を
検
討
し
て
お
り
、
も
う
少
し

時
問
を
も
ら
い
た
い
。
”
区
民
の
た
め
”
を
第
一
に

考
え
、
健
全
な
労
便
関
係
に
努
め
て
い
く
。

レ

「
伝
統
四
百
年
　
ボ
ロ
市
」
1
世
田
谷
区
民
の
一
大
行
事
と
し
ア

今
回
の
ボ
ロ
市
は
大
に
ぎ
わ
い
だ
つ
た
。
写
頁
旺
旺
年
の
ボ
ロ
市
マ

畠
議

・
り
育
て
ら
れ
た

　
第
四
回
定
例
会
は
、
n
日
8
日
か
ら
3
0
日
ま
で

の
二
十
三
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
昭
和
50
年
度
各
会
計
歳

入
歳
出
決
算
な
ど
二
十
七
件
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は

8
日
と
3
0
日
の
本
会
議
で
、
す
べ
て
全
会
一
致
で

可
決
さ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
の
審
議
に
先
だ
ち
、
代
表
質
問
（
8
日
）
、

一
般
質
問
（
9
日
）
が
行
わ
れ
、
合
わ
せ
て
十
五

人
の
議
員
が
区
側
と
質
疑
を
か
わ
し
た
。
ま
た
、

n
日
は
五
つ
の
常
任
委
員
会
、
1
3
日
に
は
三
つ
の

特
別
委
員
会
、
12
日
と
1
6
日
か
ら
2
5
日
ま
で
は
決

算
特
別
委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
、
所
管
議
案

等
の
審
議
を
行
な
っ
た
。

●
昭
和
5
0
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

－
関
係
記
箏
は
一
ぺ
ー
ジ
と
四
ぺ
ー
ジ
。

●
条
例
の
新
設
　
二
．
件

懸
籔
桝
条
例
要
濯
一
一
ぺ
身

●
条
例
の
改
正
　
六
件

0
嘔
務
手
数
料
条
例
改
正

　
印
鑑
登
録
証
の
交
付
躯
務
手
数
料
を
改
定
。

O
水
防
・
応
急
措
置
従
事
者
の
損
害
補
償
条
例
改

、

正　
補
償
基
礎
額
等
を
改
め
、
条
文
を
整
備
し
た
。

O
新
設
に
伴
う
公
園
．
条
例
改
正

希
望
丘
公
園
　
　
船
橋
七
丁
目
9
－
2

よ
し
ね

葭
根
公
園
　
　
　
船
僑
六
丁
目
2
1
1
1

ふ
な
ば
し
ぱ
ん
む
ら

船
橋
本
村
公
園
　
船
橋
四
丁
目
9
E
4

0
新
設
に
伴
う
児
童
遊
園
条
例
改
正

南
鳥
山
二
丁
目
児
童
遊
園
　
南
鳥
山
二
丁
目
3
2
1

27
0
新
設
に
伴
う
学
校
設
置
条
例
改
正

上
祖
師
谷
中
　
上
祖
師
谷
七
丁
目
1
0
－
1

砧
南
中
　
　
　
鎌
田
三
丁
目
1
3
1
2
0

桜
丘
幼
稚
園
　
桜
丘
圧
丁
目
2
1
1
9

　
こ
れ
で
世
田
谷
区
の
中
学
校
は
三
〇
校
、
幼
稚

園
は
一
二
園
と
な
っ
た
（
小
学
校
は
六
三
校
）
。

O
災
害
弔
慰
金
の
支
給
。
災
害
援
護
資
金
貸
付
条

例
改
正

　
法
改
正
に
伴
い
、
弔
慰
金
を
五
割
ア
ッ
プ
（
世

帯
主
一
五
〇
万
円
）
、
貸
付
額
を
増
額
し
た
。

●
工
事
請
負
契
約
・
契
約
変
更
　
四
件

O
中
町
保
育
園
新
築
　
　
工
期
目
5
2
年
8
月
2
0
日

o
砧
保
健
所
改
築
　
　
　
工
期
0
5
3
年
2
月
2
8
日

O
砧
保
健
所
改
築
空
調
換
気
設
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
期
0
5
3
年
3
月
1
5
日

0
上
馬
四
丁
目
付
近
下
水
道
枝
線
そ
の
2
（
契
約

変
更
）
　
．
　
　
変
更
工
期
”
52
年
3
月
1
0
日

●
児
童
傷
害
等
事
故
の
損
害
賠
償
額
決
定
の
専
決

処
分
報
告

　
50
年
2
月
、
経
堂
小
校
庭
で
発
生
し
た
児
童
傷

害
事
故
で
、
区
が
一
三
⊃
万
円
の
損
害
賠
償
額
を

親
権
者
に
支
払
う
も
の
。

●
教
育
委
員
任
命
同
意
　
二
件

河
野
茂
夫
（
六
十
一
歳
・
再
任
）

中
澤
喜
行
（
五
ヒ
三
歳
・
前
総
務
部
長
）

　
中
澤
委
員
は
前
田
正
信
委
員
に
代
わ
る
後
任
で
、

12

月
1
日
よ
り
教
育
長
に
就
任
。

●
監
査
委
員
選
任
同
意

鈴
本
銀
四
郎
（
丘
十
七
歳
・
前
福
祉
部
長
）

●
報
告
　
五
件

O
老
人
会
館
新
築
工
事
講
負
契
約
及
び
老
人
会
館

新
築
給
排
水
衛
生
・
空
調
換
気
設
備
工
事
請
負
契

約
変
更
の
専
決
処
分
報
告

O
自
動
車
事
故
に
伴
う
損
害
賠
償
額
決
定
の
専
決

処
分
報
告
　
二
件

O
老
人
医
療
費
無
料
制
度
継
続
等
に
関
す
る
要
望

れ
」●区道路線の認定　10件

所　在　地 延長（m〉

代田二丁目20・30・31 99．70

松原五丁目32・44 44．30

桜上水 三丁目8 77．10

桜丘二丁目10～12 91．30

桜丘1丁目8 42．90

駒沢三丁目工8r22 263．30

新町二丁目19－21 62．40

祖師谷五丁目16・17 79．81

船橋一丁目45 104．00

益望匠土地区画整理地区内 4，568．95

合　　　　計 5，433．76

馨
繋
“蓄 尋

ヌ
一
乍
同

老
人
医
療
費
無
料
制
度
継
続
等
に
関
す
る
要
望

書　
44
年
12
月
か
ら
、
東
京
都
が
ヒ
⊃
歳
以
上
を

対
象
に
老
人
医
療
助
成
制
度
を
発
足
さ
せ
た
。

国
も
4
8
年
1
月
に
、
年
齢
を
六
丘
歳
に
引
き
ド

げ
て
現
行
制
度
を
実
現
さ
せ
、
こ
れ
が
わ
が
国

の
喧
要
な
福
祉
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
多
く
の

老
人
の
生
活
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

　
老
人
人
口
が
急
増
し
て
い
く
今
日
、
こ
の
制

度
の
必
要
性
は
大
で
あ
る
。
だ
が
52
年
度
か
ら
、

国
は
老
人
医
療
費
の
一
部
育
料
化
を
検
討
中
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
老
人
福
祉
向
上
の
た
め
、

こ
の
制
度
を
さ
ら
に
継
続
し
、
内
容
を
よ
り
一

層
改
善
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
10
月
18
日
提
出
　
H
月
8
口
議
会
報
告

内
閣
総
理
・
友
蔵
。
、
厚
生
大
臣
あ
て
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嶺
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区
行
政
の

あ
り
万
を
再
検
討
せ
よ

質
問
　
区
行
政
の
再
評
価
を
す
る
時
期
に
来
て
い

る
。
催
物
を
行
う
な
ど
安
易
な
行
政
に
終
わ
ら
ず
、

計
圃
性
を
持
っ
て
事
業
を
行
え
。
区
民
施
設
が
十

分
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。
ハ
ン
コ
行
政
を
改
め
、

事
務
の
効
率
化
を
は
か
れ
（
自
民
）
。

区
長
　
区
政
の
姿
勢
は
、
策
定
中
の
基
本
構
想
。

基
本
計
画
で
明
ら
か
に
す
る
。
催
物
は
「
心
の
ふ

れ
あ
い
」
が
目
的
で
、
内
容
な
ど
は
十
分
検
討
し

て
い
く
。
施
設
の
運
営
の
方
法
な
ど
は
見
直
し
て

い
く
。

質
問
　
婦
人
会
館
の
建
設
計
圃
が
遅
れ
て
い
る
。

52

年
度
の
事
業
計
画
に
、
礁
ぜ
ひ
婦
人
が
勉
強
で
き

る
場
を
確
保
せ
よ
（
無
所
属
）
。

区
長
　
婦
人
対
策
協
議
会
で
、
総
合
的
に
施
策
を

検
討
中
だ
。
52
年
度
は
、
婦
人
が
使
い
や
す
い
施

設
を
考
え
て
い
く
。

質
問
　
手
軽
な
掛
け
金
で
済
む
火
災
・
災
害
共
済

制
度
を
、
区
独
自
で
早
く
発
足
さ
せ
よ
（
公
明
）
。

助
役
　
加
入
者
が
多
い
ほ
ど
多
額
保
障
が
で
き
る
。

他
区
に
共
同
実
施
を
働
き
か
け
た
い
。

質
問
　
5
0
年
度
決
算
は
黒
字
だ
が
、
新
聞
で
は
赤

字
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
を
示
せ
。
三

区
だ
け
が
赤
字
と
な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
（
自
民
）
。

企
画
部
長
　
数
字
の
違
い
は
、
都
の
指
示
で
5
1
年

度
の
支
出
と
し
た
経
費
を
、
自
治
省
の
様
式
に
沿

っ
て
50
年
度
の
支
出
で
報
告
し
た
た
め
だ
。
年
度

末
に
決
定
し
た
国
の
減
収
補
て
ん
債
を
、
当
区
で

は
あ
ら
か
じ
め
予
算
計
上
し
、
他
区
は
予
算
化
し

て
い
な
か
っ
た
た
め
黒
字
と
な
っ
て
い
る
。

響
朦
聾
業
対
馨
推
進
せ
よ

質
問
　
消
費
爵
の
流
れ
を
つ
か
む
「
動
向
調
査
」

を
実
施
し
、
中
小
商
工
業
の
振
興
育
成
策
の
基
礎

デ
ー
タ
を
つ
く
れ
。
区
の
消
費
者
行
政
と
商
工
対

策
を
、
区
で
は
ど
う
い
う
立
場
で
進
め
て
い
る
の

か
（
民
柱
）
。

区
民
部
長
　
基
礎
調
査
は
、
年
次
計
画
を
立
て
て

人
口
調
査
、
通
行
量
な
ど
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ

て
取
り
組
む
。
消
費
者
と
小
売
業
の
調
和
を
考
え

て
指
導
に
あ
た
る
。

質
問
　
経
営
指
導
・
講
習
は
、
中
小
商
工
業
者
が

参
加
し
や
す
い
態
勢
で
の
ぞ
め
。
第
一
庁
舎
一
階

に
商
工
フ
ロ
ア
を
設
け
て
相
談
に
応
じ
よ
。
ま
た
、

中
小
企
業
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
努
め
、
融
資
制
度

の
P
R
、
融
資
の
増
額
を
は
か
れ
（
社
会
）
。

区
長
・
区
民
部
長
　
講
習
会
は
わ
か
り
や
す
く
実

効
性
の
あ
る
も
の
に
す
る
。
セ
ン
タ
i
設
立
・
商

工
フ
ロ
ア
設
置
は
今
後
検
討
し
て
い
く
。
融
資
制

度
は
、
借
主
の
負
担
軽
減
を
金
融
機
関
と
話
し
合

っ
て
い
く
。

質
問
　
小
規
模
集
会
所
を
、
太
子
堂
・
三
宿
地
域

に
増
設
せ
よ
。
太
子
堂
福
祉
会
館
の
改
築
は
い
つ

実
施
す
る
の
か
（
公
明
）
。

区
民
部
長
　
増
設
は
全
体
計
画
の
中
で
考
え
て
い

く
。
太
子
堂
福
祉
会
館
の
改
築
も
努
力
す
る
。

質
問
　
船
橋
児
童
館
の
改
築
を
急
げ
。
学
童
保
育

所
、
児
壷
館
建
設
の
全
体
計
画
を
示
せ
（
共
産
）
。

厚
生
部
長
　
住
宅
公
団
、
住
民
と
協
議
し
、
52
年

度
中
に
改
築
案
を
年
成
し
た
い
。
学
竜
保
甫
所
は

一
小
学
校
区
に
一
カ
所
以
上
必
要
だ
。
必
要
度
に

応
じ
て
遂
次
増
設
し
た
い
。
児
竜
館
は
、
当
面
二

小
学
校
区
一
カ
所
を
目
標
に
設
置
し
て
い
く
。

質
問
ひ
ま
わ
り
荘
の
休
養
室
を
畳
に
替
え
る
な

ど
、
利
用
者
の
要
求
に
沿
っ
て
改
欝
せ
よ
。
職
員

の
増
員
も
ば
か
れ
（
公
明
）
。

福
祉
部
長
　
設
備
の
改
善
は
検
討
し
て
い
く
。
増

員
は
実
態
を
調
べ
検
討
す
る
。

質
問
　
差
額
ベ
ッ
ド
代
な
ど
で
高
額
の
医
療
費
に

悩
む
患
者
の
た
め
に
、
療
養
費
の
一
時
伍
替
え
制

度
な
ど
の
救
済
借
置
を
考
え
よ
（
社
会
）
。

福
祉
部
長
　
区
で
実
施
す
る
の
は
困
難
だ
。
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
国
に
働
き
か
け
て
い
く
。

蟻
緑
化
と
防
捲

丸
　
役
立
つ
生
け
垣
を
ひ
ろ
め
よ

質
問
　
瞬
化
と
防
災
の
面
か
ら
、
区
侍
施
設
の
塀

は
生
け
垣
に
せ
よ
。
民
家
も
生
け
垣
に
切
り
替
え

る
よ
う
条
例
を
制
定
し
て
は
ど
う
か
（
柱
会
）
。

区
長
　
緑
の
保
存
条
例
を
活
用
し
て
生
け
垣
化
を

進
め
て
い
く
。
n
月
か
ら
、
小
・
中
学
校
の
塀
に
、

“
ツ
タ
”
を
は
わ
せ
る
。
そ
の
成
果
を
み
て
区
民

に
も
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
。

質
問
　
高
速
道
路
周
辺
の
住
民
に
対
す
る
防
唐
工

嘔
費
な
ど
の
助
成
が
遅
れ
て
い
る
。
早
期
実
施
を

公
団
に
弥
　
嵐
き
か
け
よ
。
住
民
が
移
転
を
希
望

し
た
場
合
、
区
は
ど
う
対
処
す
る
の
か
（
公
明
）
。

環
境
部
長
　
ま
ず
高
速
三
号
線
周
辺
か
ら
助
成
す

る
よ
う
働
き
か
け
る
。
助
成
対
象
地
域
が
明
示
さ

れ
た
時
は
、
『
区
の
お
知
ら
せ
』
で
P
R
す
る
。
移

転
跡
地
の
利
用
を
ト
分
検
討
し
て
い
く
。

質
間
　
公
団
は
、
朋
賀
付
近
の
高
速
道
路
の
ド
に

駐
肇
場
を
設
置
す
る
計
画
だ
。
地
．
兀
で
は
子
供
の

広
場
を
望
ん
で
い
る
が
、
ど
う
対
処
す
る
の
か
。

自
動
車
公
害
が
ひ
ど
い
用
賀
周
辺
地
域
の
環
境
改

善
を
、
関
係
機
関
に
働
き
か
け
よ
。
排
ガ
ス
の
5
3

年
規
制
の
完
全
実
施
、
公
害
健
康
彼
害
補
償
法
の

早
期
指
定
を
、
国
に
強
く
要
請
せ
よ
（
共
産
）
。

区
長
・
土
木
・
環
境
部
長
　
公
団
で
は
、
地
元
の

了
解
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
つ
く
ら
な
い
と
の
こ
と

だ
。
広
場
の
問
題
も
含
め
、
環
境
改
善
に
つ
い
て

地
．
兀
の
意
向
を
伝
え
る
。
5
3
年
完
全
実
施
と
補
償

法
の
早
期
指
定
を
環
境
庁
に
強
く
申
し
入
れ
る
。

質
問
　
中
高
層
ビ
ル
住
宅
の
水
道
の
八
割
が
臭
く

て
濁
っ
て
い
る
。
さ
び
止
め
剤
使
用
の
規
制
と
水

質
汚
染
防
止
を
は
か
る
法
律
の
整
備
を
訴
え
よ
。

区
も
独
自
に
行
政
指
導
を
行
え
（
社
会
）
。

衛
生
部
長
　
法
改
旺
さ
れ
る
予
定
だ
。
区
も
独
自

の
要
綱
を
つ
く
り
、
監
視
を
強
め
て
い
く
。

　〆　ヂ

夢竜

私
鉄
駅
周
辺
に

自
転
車
置
場
を
設
置
せ
よ

質
問
　
丸
子
川
の
溢
水
防
止
対
策
を
望
む
。
開
通

予
定
の
新
玉
川
線
も
含
め
、
私
鉄
駅
周
辺
に
自
転

車
置
場
を
設
置
せ
よ
（
公
明
）
。

土
木
部
長
　
来
年
度
か
ら
三
ヵ
年
程
度
で
河
川
改

修
を
行
う
。
私
鉄
用
地
の
利
用
な
ど
、
会
柱
。
幣

察
と
協
議
し
、
設
置
に
努
力
す
る
。

質
問
　
新
町
地
域
は
、
国
道
二
四
六
号
線
で
分
断

さ
れ
不
便
だ
。
呑
川
を
横
断
地
ド
道
と
し
て
利
用

す
る
な
ど
、
解
決
策
を
考
え
よ
（
共
産
）
。

土
木
部
長
　
横
断
歩
道
が
望
ま
し
い
が
、
地
ド
道

も
検
討
し
た
い
。

質
問
　
区
画
整
理
計
画
区
域
が
放
置
さ
れ
た
ま
ま

だ
。
ほ
か
に
都
市
整
備
の
方
法
は
な
い
の
か
。
ド

水
道
だ
け
で
も
敷
設
で
き
な
い
か
（
自
民
）
。

区
長
・
土
木
部
長
　
特
定
街
区
な
ど
方
法
は
あ
る

が
、
来
年
度
以
降
に
区
画
整
理
計
画
区
域
の
実
態

を
調
査
し
て
検
討
し
た
い
。
二
璽
投
資
の
問
題
も

あ
る
が
、
ド
水
道
が
敷
設
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
。

質
問
　
ド
永
道
完
成
後
の
呑
川
は
、
自
然
を
生
か

し
環
境
を
守
れ
る
よ
う
な
上
部
利
用
の
方
法
を
考

え
よ
（
共
産
）
。

土
木
部
長
　
防
火
用
水
は
極
力
つ
く
る
。
移
植
し

た
桜
は
植
え
も
ど
す
な
ど
、
緑
化
に
努
め
る
。
車

の
規
制
は
、
警
察
と
協
議
し
て
い
く
。

写
真
持
赤
堤
小
学
校
で
。

テフツコ、ヤセツコ、オシヤマナコ…。どの子もみんな元気で丈夫に育ってほしい。

墨　　
　
　
養
護
学
園
に

　
　
　
　
十
分
な
医
療
体
制
を
整
え
よ

質
問
　
三
浦
養
護
学
園
の
医
療
体
制
を
強
化
せ
よ
。

施
設
の
改
築
計
画
を
進
め
て
い
る
か
（
共
崖
）
。

教
育
長
　
耳
蝉
科
な
ど
の
專
門
医
を
園
医
に
指
定

す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
く
。
改
築
に
つ
い
て
は
、

隣
接
地
の
買
収
を
折
画
中
だ
。

質
問
　
学
校
で
は
、
事
故
を
心
配
し
て
子
供
た
ち

の
行
動
を
制
限
し
が
ち
だ
。
教
師
が
、
の
び
の
ぴ

と
教
育
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
よ
（
自
民
）
。

区
長
　
父
兄
の
理
解
も
必
要
だ
。
学
竜
を
ト
分
に

教
育
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

質
問
　
最
近
児
竜
に
、
内
臓
疾
患
の
増
加
や
骨
折

事
故
、
側
湾
症
な
ど
、
，
骨
の
異
常
が
目
症
っ
て
い

る
。
体
力
づ
く
り
の
対
策
と
指
導
を
ど
の
よ
う
に

行
な
っ
て
い
る
か
（
柱
会
）
。

教
育
長
　
腎
臓
・
心
臓
険
診
を
実
施
し
て
早
期
発

見
と
治
療
に
努
め
て
い
る
。
運
動
の
奨
励
、
姿
勢

を
正
し
く
す
る
な
ど
の
指
導
に
力
を
人
れ
て
い
る
。

質
問
　
私
奄
小
巾
学
校
に
対
し
、
保
健
関
係
費
の

助
成
を
す
る
考
え
は
な
い
か
（
共
唾
）
。

総
務
部
長
　
実
態
を
把
握
し
、
検
討
し
た
い
。

質
間
　
校
庭
確
保
の
た
め
、
ブ
ー
ル
を
歴
上
に
設

置
す
る
考
え
は
あ
る
か
。
巾
学
校
の
課
外
ク
ラ
ブ

指
導
教
師
に
対
す
る
報
償
費
を
増
額
せ
よ
（
自
民
）
。

教
育
長
　
当
面
、
屋
上
プ
ー
ル
の
設
置
計
画
は
な

い
が
、
今
後
十
分
考
慮
し
て
い
く
。
報
償
費
の
増

額
に
も
努
力
し
て
い
く
。

　
設
立
委
員
会
設
置
以
来
、
ま
る
四
年
に
わ
た
っ

て
倹
討
さ
れ
て
き
た
”
保
健
セ
ン
タ
ー
”
が
、
い

よ
い
よ
今
年
2
月
か
ら
事
業
を
開
始
す
る
。
そ
の

設
置
・
事
業
内
容
・
便
用
料
を
定
め
た
「
保
健
セ

ン
タ
ー
条
例
」
が
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

　
場
所
は
三
軒
茶
屋
二
丁
目
5
3
（
別
図
）
。
実
施
す

る
事
業
は
、
①
健
康
増
進
の
た
め
の
検
診
・
指
導

②
病
気
の
早
期
発
見
・
予
防
の
た
め
の
検
診
・
検

査
③
健
康
相
談
、
保
健
衛
生
の
指
導
・
教
育
で
あ

る
。
使
用
料
は
、
健
康
測
定
（
醐
譜
覇
該
緋
証
鑑

欝
翫
欝
髄
）
H
三
予
円
、
六
カ
月
後
の
再
測
定
1
1

一
千
円
、
体
力
増
進
指
導
（
諸
施
設
の
使
用
料
）

”
二
百
円
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
は
、

昨
年
1
2
月
に
設
立
し
た
「
財
団
法
人
世
田
谷
区
保

健
セ
ン
タ
ー
」
に
委
託
さ
れ
る
。

　
こ
の
議
案
を
審
議
し
た
環
境
衛
生
常
任
委
員
会

で
は
、
「
52
年
度
何
人
ぐ
ら
い
の
利
用
者
を
見
込
ん

で
い
る
か
」
「
子
供
も
同
一
料
金
か
」
「
使
用
料

は
ど
の
く
ら
い
安
い
の
か
」
な
ど
が
問
わ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
理
事
者
は
、
「
一
年
目
は
、
週
二
回

・
一
日
十
人
と
し
て
、
健
康
測
定
を
千
人
、
再
測

定
を
二
百
五
十
人
、
体
力
測
定
下
圧
百
人
を
見
込

ん
で
い
る
。
対
象
を
大
人
と
し
て
お
り
、
子
供
料

金
は
な
い
。
使
用
料
は
、
健
康
測
定
の
場
合
、
一

般
に
一
万
円
以
上
か
か
る
も
の
だ
」
と
答
え
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
学
校
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
児
竜
の

各
種
検
診
制
度
、
使
用
料
の
適
正
改
定
、
運
営
方

法
の
議
会
へ
の
報
告
な
ど
が
要
望
さ
れ
た
。

　
な
お
、
将
来
の
計
画
と
し
て
、
指
導
、
検
査
に

加
え
て
、
ガ
ン
な
ど
成
人
病
の
区
内
団
体
。
個
人

診
療
を
行
い
、
利
用
者
の
状
態
が
コ
ン
ビ
ュ
ー
タ

ー
で
大
学
病
院
な
ど
へ
そ
っ
く
り
電
送
さ
れ
る
シ

ス
テ
ム
な
ど
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
苔
林
四
丁
目
3
7
1
2
（
別
図
）
に
建
設
中
だ
っ

た
「
老
人
会
館
」
が
昨
年
1
2
月
に
完
成
、
1
月
か

ら
開
設
し
た
。

　
施
設
内
容
は
、
老
人
休
養
室
・
体
育
室
（
機
能

回
復
訓
練
室
）
門
地
階
”
、
授
産
室
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
相
談
室
・
保
健
室
降
一
階
H
、
会
議
室
。
講

習
室
H
二
階
”
、
老
人
電
話
セ
ン
タ
i
・
洋
裁
作

業
室
・
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
蟹
務
局
”
三
階
”
で
あ

る
。
事
業
と
し
て
は
、
老
人
の
各
種
相
談
・
福
祉

　
。
鰍
㌔
燕

鞍
毒耀レ、

ヂ民ミ

活
動
と
老
人
の
い
こ
い
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
な

ど
を
行
う
。
使
用
料
は
、
す
べ
て
無
料
で
、
六
〇

歳
以
上
の
区
民
と
六
〇
歳
以
上
が
お
も
に
構
成
す

る
団
体
を
対
象
と
し
て
い
る
。

　
条
例
を
審
議
し
た
区
民
厚
生
常
任
委
員
会
で
は
、

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
事
業
運
営
を
め
ぐ
っ
て
論

議
さ
れ
た
が
、
区
で
職
員
を
配
置
し
て
蟹
業
の
助

言
・
指
導
を
し
た
い
と
の
区
側
の
表
明
が
あ
り
、

全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

　　到蠣

O
審
議
が
終
わ
っ
た
も
の

■
採
択
＋
六
件

◇
大
資
本
ス
ー
パ
ー
進
出
阻
止
に
関
す
る
請
願
（
桜
新
町
二

丁
目
、
新
町
二
丁
目
）

◇
二
子
玉
川
地
域
に
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
設
置
を
求
め
る
陳

情◇
玉
川
高
島
屋
S
・
C
東
館
ビ
ル
に
区
民
の
集
会
施
設
設
置

を
要
望
す
る
陳
情

◇
玉
川
地
域
に
学
童
保
育
所
の
設
置
を
要
請
す
る
講
願

◇
道
路
の
舗
装
と
側
溝
の
新
設
に
つ
い
て
の
陳
情
（
大
蔵
二

丁
目
、
四
丁
目
と
の
境
界
線
）

◇
遊
歩
道
公
園
の
設
置
等
に
関
す
る
請
願
（
喜
多
見
旧
六
郷

用
水
堀
跡
）

◇
仮
称
砧
南
中
学
校
通
学
路
整
備
等
に
関
す
る
請
願

◇
野
川
排
水
口
逆
流
防
止
対
策
に
関
す
る
請
願
（
鎌
田
一
丁

目
）◇
「
公
園
予
定
地
」
に
つ
い
て
の
当
面
の
処
置
に
関
す
る
陳

情◇
仮
称
砧
南
中
学
校
通
学
路
に
関
す
る
陳
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
ペ
ー
ジ
ヘ
つ
づ
く
）



　
毎
年
、
口
月
に
開
か
れ
る
区
議
会
定
例
会
は
、

「
決
算
議
会
」
と
も
い
わ
れ
、
前
年
度
の
決
算
が

審
議
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
昭
和
5
0
年
度

の
当
区
の
決
算
と
二
十
三
区
の
平
均
と
を
比
較
し

な
が
ら
、
世
田
谷
区
の
財
政
状
況
を
分
析
し
て
み

る
二
と
に
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
決
算
の
数
字
は
、
同
一
の
基
準
で
比
較

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
自
治
省
の
「
地
方
財
政

状
況
の
調
査
」
の
数
値
に
よ
り
ま
し
た
。

決
算
は
区
政
の
通
信
簿

　
区
は
、
年
度
の
初
め
に
仕
邸
の
計
圃
と
そ
れ
に

必
要
な
経
費
の
収
支
計
画
（
予
算
）
を
立
て
て
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
仕
事
と
経
費
に
し
め
く

く
り
を
つ
け
、
税
の
ゆ
く
え
と
そ
の
効
果
を
見
定

め
る
の
が
「
決
算
」
で
す
。
決
算
は
、
公
金
の
収

支
の
精
算
菩
で
あ
る
と
同
時
に
、
予
算
と
そ
の
執

行
の
通
信
簿
で
も
あ
る
わ
け
で
す
。
決
算
の
内
容

を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
後
の
区
政
を
進

め
る
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
す
。

予
想
外
に
低
か
っ
た
税
収
の
伸
び

　
昭
和
50
年
度
は
、
区
長
公
選
が
実
現
し
、
保
健

所
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
事
業
が
区
に
移
管
さ

－
■

昭和50年度決算を分析すれば・

れ
た
重
要
な
年
度
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
各
区
は

拡
充
さ
れ
た
自
治
権
を
ト
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、

50

年
度
の
財
政
規
模
が
大
き
く
伸
び
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
一
レ
三
区
の
決
算
総
額
は
、
期
待
に

反
し
て
、
歳
入
歳
出
と
も
過
去
卜
年
問
で
最
低
の

伸
ぴ
に
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
4
9
年
度
が
最
高
の
伸

び
を
示
し
て
い
た
こ
と
に
比
べ
ま
す
と
、
極
端
に

変
わ
っ
た
わ
け
で
す
。

　
歳
入
の
規
模
が
伸
び
悩
ん
だ
理
由
は
、
別
表
1

と
2
か
ら
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、
特
別
区
税
の
収

入
が
伸
び
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
と
に
当
区
の

場
八
口
、
二
↑
三
区
平
均
よ
り
伸
び
率
の
落
ち
方
が

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
歳
入
の

中
で
特
別
区
税
の
占
め
る
割
へ
口
が
他
区
よ
り
高
い

世
田
谷
区
に
と
っ
て
、
い
か
に
区
の
財
政
が
危
機

に
立
た
さ
れ
て
い
た
か
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
当
区
が
50
年
度
に
当
初
予
算
の
歳
入

総
額
を
初
め
て
減
額
修
正
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

の
で
す
。

　
歳
入
総
額
を
み
ま
す
と
、
二
卜
三
区
平
均
に
比

べ
て
伸
ぴ
率
の
落
ち
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
財
政
危
機
に
直
面
し
た
当
区
が
少
し
で
も

多
く
の
財
源
を
獲
得
す
る
た
め
、
国
庵
支
出
金
や

卜b2●歳入の財源別構成比

49

1／

髪

　
二
十
三
区
平
均

娼
年
度
　
　
　
釦
年
度

　　特　　　響擁・繍継

馳4●歳出の性質別構成比

　
　
世
田
谷
区

49

年
度
　
　
　
5
0
庫
度

14．8

　
二
十
三
区
平
均

49

年
度
　
　
　
5
0
年
度

卜b1●歳入の対前年度伸率

23区平均

度
％
ゐ

年
　
m

度
％
2

年
　
6

世田谷区

度
％
3

年
　
　
7

8．132．O3．7

）年度

　　　96

34，9

32．1

総　　額

一般財源

税
貼
争

区
区
付

別
別
文

特
持
訓

ち

44．643．540．5特定財源

△

30
　
2
3
　
3
7
　
9
0

うち剛岐出金

　都支出金

　諸収入

　特別区債

芸姐畦費　公価役

晦3●歳出の対前年度伸率

人件畏

23区平均世田谷区

50年度49年度50年度49年度

傷
」

35．5

38，9

29。6

餅
－

40，928，9

総　　　額

義務的経費

人件費

厘扶助費
公債費

△22．8

　　19．4

61、9

30．4

0．8

22．8

43，5

27．2

投資的縫費

その他の経費

特
別
区
債
の
対
象
と
な
る
躯
業
に
力
を
入
れ
た
か

ら
と
い
え
ま
す
。
国
庫
支
出
金
や
特
別
区
債
は
、

使
途
が
決
ま
っ
て
い
る
「
特
定
財
源
」
と
い
わ
れ
、

区
が
自
由
に
使
え
る
「
一
般
財
源
」
と
対
比
さ
れ

ま
す
。
特
定
財
源
が
多
く
な
る
と
、
区
民
要
望
の

変
化
に
区
政
が
対
応
し
に
く
く
な
り
ま
す
。
特
に

特
別
区
債
（
借
金
）
の
発
行
は
、
不
足
す
る
財
源

を
容
易
に
調
達
で
き
る
反
面
、
公
債
費
（
返
済
金
）

の
増
加
が
将
来
の
財
政
運
営
を
圧
迫
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
特
別
区
税
の
中
に
は
、
区
内
で
売
れ
た
た
ば
こ

の
本
数
で
算
定
さ
れ
る
「
た
ば
こ
消
費
税
」
が
入

っ
て
い
ま
す
。
区
内
で
の
売
上
高
が
ふ
え
れ
ば
、

そ
れ
だ
け
税
収
も
多
く
な
る
し
く
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ち
な
み
に
、
当
区
で
は
50
年
度
区
民
一
人

当
り
約
下
七
百
円
の
割
合
で
収
入
が
あ
り
ま
し
た

が
、
二
十
三
区
平
均
の
約
三
千
二
百
円
か
ら
比
べ

る
と
大
変
少
く
な
っ
て
い
ま
す
。

縮
小
し
た
施
設
の
建
設

　
税
金
な
ど
の
収
入
が
何
に
使
わ
れ
た
か
を
見
て

み
ま
し
ょ
う
。
別
表
4
で
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、

構
成
比
で
は
義
務
的
な
経
費
が
ふ
え
て
、
投
資
的

な
経
費
が
減
っ
て
い
ま
す
。
義
務
的
経
費
は
、
支

出
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
任
意
に
節
減
で
き
な
い
性

質
の
も
の
で
す
。
こ
の
経
費
が
増
加
す
る
と
、
”
財

政
の
硬
直
化
”
を
招
き
、
新
し
い
野
業
を
行
な
っ

た
り
、
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま

す
。　
当
区
で
は
、
別
表
3
の
と
お
り
50
年
度
の
義
務

的
経
費
の
伸
び
が
歳
出
総
額
の
伸
び
を
大
き
く
上

回
り
、
し
か
も
構
成
比
で
も
半
分
近
く
を
占
め
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
投
資
的
経
費
が
圧
迫
さ
れ
、

50

年
度
は
4
9
年
度
よ
り
O
・
八
％
し
か
ふ
え
て
い

ま
せ
ん
。
施
設
の
建
設
計
画
を
そ
れ
だ
け
縮
小
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で

も
、
二
十
三
区
平
均
で
の
投
資
的
経
費
が
4
9
年
度

よ
り
二
二
。
八
％
も
金
額
が
少
く
な
っ
て
い
る
こ

と
に
比
べ
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
当
区
は
よ
い
と
い
え

ま
し
ょ
う
。
と
は
い
え
、
都
心
区
と
世
田
谷
区
で

は
都
市
施
設
の
水
準
で
格
差
が
あ
り
、
投
資
的
経

費
を
減
ら
す
こ
と
は
、
こ
の
格
差
解
消
を
遅
ら
せ

る
結
果
に
な
り
ま
す
。

必
要
な
地
方
税
財
政
制
度
の
改
革

　
以
上
で
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、
世
田
谷
区
の
財

政
状
況
は
悪
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
景
気
の
回
復

が
遅
れ
て
い
る
現
状
で
は
、
区
の
財
政
運
営
は
引

き
続
き
苦
し
い
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
い
く
ら
内
部
的
に
努
力
し
て
も
、
区
だ
け
の
力

で
こ
の
問
題
は
解
決
で
き
ま
せ
ん
。
　
「
特
別
区
の

財
政
権
の
確
立
」
」
根
本
的
に
は
、
景
気
に
左
右

さ
れ
や
す
い
か
地
方
税
財
政
制
度
”
を
改
革
し
て

い
く
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
●
●
●
●
●
●
●

（
3
ぺ
ー
ジ
よ
り
つ
づ
く
）

◇
大
雨
に
よ
る
水
害
防
災
に
関
す
る
請
願
（
玉
川
台
二
丁
目
）

◇
水
審
対
策
に
関
す
る
陳
情
（
上
野
毛
．
一
、
三
丁
目
）

ー
以
上
十
二
件
、
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

◇
道
路
整
備
に
関
す
る
陳
憐
（
上
祖
師
谷
、
一
丁
目
5
番
地
付

近
）
1
東
西
の
道
路
に
つ
い
て
は
権
原
整
理
の
上
で
願
意
に

沿
う
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

◇
子
ど
も
の
遊
び
場
改
善
に
関
す
る
請
願
！
四
、
五
項
目
に

つ
い
て
は
、
現
在
設
置
困
難
で
あ
る
が
、
一
、
二
、
三
項
目

に
つ
い
て
は
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

◇
失
対
就
労
者
越
年
手
当
に
つ
い
て
の
陳
情
－
区
で
で
き
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
な
る
べ
く
趣
旨
に
沿
う
よ
う
努
力
さ
れ

た
い
。
越
年
手
当
に
つ
い
て
は
、
．
一
十
三
区
と
の
関
連
を
考

慮
し
、
す
み
や
か
に
支
給
で
き
る
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

◇
鳥
山
巾
学
校
特
別
教
室
増
築
な
ら
び
に
体
育
館
改
築
に
関

す
る
講
願
－
特
別
教
室
の
充
実
お
よ
び
体
育
館
の
改
築
に
つ

い
て
は
、
可
能
な
限
り
整
備
に
努
力
さ
れ
た
い
。

■
取
下
承
認
四
件

◇
社
会
保
険
診
療
報
酬
引
上
げ
等
に
関
す
る
請
願

◇
新
地
ド
道
建
設
に
関
す
る
請
願
（
ド
高
井
戸
駅
）

◇
モ
ナ
ー
ク
三
軒
茶
庵
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
反
対
に
関
す
る
陳
情

◇
塚
戸
幼
稚
園
敷
地
拡
張
に
関
す
る
請
願

■
審
議
未
了
　
三
件

◇
マ
ン
シ
ョ
ン
兼
大
規
模
ス
ー
パ
ー
ス
ト
ア
ー
建
設
反
対
に

関
す
る
請
願
（
三
軒
茶
屋
田
園
ボ
ー
ル
跡
地
）

◇
「
シ
ャ
ト
ー
駒
沢
」
建
築
設
計
変
更
に
関
す
る
請
願
（
駒

沢
三
丁
目
）

◇
仮
称
酵
山
ビ
ル
建
設
反
対
及
び
「
撹
田
谷
区
中
高
層
建
築

物
の
建
設
に
関
す
る
指
導
方
針
」
強
化
に
関
す
る
請
願

O
新
た
に
付
託
さ
れ
た
も
の

■
企
画
総
務
常
任
委
員
会
へ
付
託
　
二
件

文
・
桜
井
正
信

絵
・
阿
伊
染
徳
美

　
　
　
も
く
じ
き

い
ま
木
食
、
九
体
の
仏
を
ほ
る

x
』

刈

，
・
商
」

「
〆

認

劉

の
小
屋
に
、

蔭
が
た
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

o

こ
こ
の
と
こ
ろ
毎
日
、
ル
融
侮
の
池
の
ほ
と
り

　
　
　
　
朝
早
く
か
ら
暗
く
な
る
ま
で
ノ
ミ
の

唱
一
多
r

　
名
主
の
彦
兵
衛
は
、
村
役
の
も
の
と
相
談
し
、

お
そ
る
お
そ
る
ノ
ミ
の
音
が
す
る
小
屋
を
た
ず
ね

て
み
ま
し
た
。

　
小
屋
で
は
、
二
人
の
主
従
と
思
わ
れ
る
僧
が
い

っ
し
ん
に
仏
を
ほ
っ
て
い
ま
し
た
。
仕
事
場
は
木

の
香
が
た
だ
よ
い
、
大
柄
の
仏
像
が
荒
け
ず
り
の

ま
ま
、
い
く
つ
も
安
置
し
て
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
も
く
じ
り
と
う
に
ん

　
「
も
し
や
、
木
食
上
人
様
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

　
「
も
っ
た
い
な
い
。
そ
ん
な
だ
い
そ
れ
た
槽
で

　
　
は
む
ざ
い
ま
せ
ん
。
た
だ
ゆ
え
あ
っ
て
、
仏

　
　
を
刻
ん
で
お
り
ま
す
る
ー
。
」

　
ノ
ミ
を
片
手
の
こ
た
え
は
武
士
こ
と
ば
で
し
た
。

　
ゆ
え
あ
っ
て
と
は
、
か
つ
て
仕
官
時
代
に
上
司

の
悪
だ
く
み
に
あ
い
、
部
下
た
ち
と
一
緒
に
罪
に

お
と
し
い
れ
ら
れ
る
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
町
人

ま
で
も
ま
き
ぞ
え
に
し
た
、
ひ
き
ょ
う
者
の
そ
の

上
役
を
消
し
た
こ
と
で
漕
形
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
仏
像
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
名
主
た
ち
は
、
さ
っ

そ
く
仏
像
を
こ
の
村
に
安
置
す
る
こ
と
を
申
し

出
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
幾
日
か
た
っ
て
、
村
で
は
た
の
ん

だ
は
ず
が
な
い
の
に
、
江
戸
か
ら
有
名
な
宮
大

工
が
集
ま
っ
て
き
た
の
で
す
。
江
戸
中
の
腕
き

き
の
棟
梁
が
全
員
集
合
で
す
。

　
落
慶
式
の
日
か
ら
一
ヵ
月
ほ
ど
は
、
も
っ
と

大
変
で
し
た
。
門
前
は
市
に
な
り
、
見
せ
も
の

も
出
る
し
ま
つ
。
江
戸
か
ら
町
人
衆
が
列
を
な

し
て
、
口
ぐ
ち
に
「
江
戸
ッ
子
だ
い
。
上
人
様

の
恩
は
忘
れ
な
い
ぞ
。
」
と
、
上
人
が
江
戸
役
人

時
代
に
世
話
を
し
た
人
た
ち
が
、
八
百
八
町
か

　
　
　
　
　
　
さ
ん
け
い

ら
恩
が
え
し
の
参
詣
で
し
た
。

　
驚
い
た
の
は
名
主
は
じ
め
、
村
の
人
た
ち
で
、

そ
ん
な
に
お
え
ら
い
方
が
、
自
分
か
ら
ノ
ミ
を

持
っ
て
仏
像
を
刻
ん
だ
「
い
ま
木
食
」
と
は
ー
。

　
名
主
た
ち
が
、
あ
ら
た
め
て
上
人
を
う
や
ま

い
、
た
ず
ね
る
と
、
上
天
は
笑
顔
で
、
そ
し
て

無
口
で
い
る
だ
け
で
し
た
。
そ
れ
も
旅
立
ち
の

姿
で
ー
。

（
九
品
仏
浄
頁
寺
”
田
園
都
市
線
「
π
品
仏
駅
」
下
車
二
分
）

楽
木
食
上
人
”
豊
臣
秀
吉
時
代
に
八
十
一
の
お
寺
を
つ
く

つ
た
憎
。
特
に
秀
吉
に
信
を
得
て
、
大
仏
殿
造
営
の
監
督

を
し
た
。
木
実
・
草
実
だ
け
を
食
べ
、
米
・
野
菜
を
食
べ

馨
つ
た
の
で
こ
の
尋
懸
れ
た
（
塵
歎
酩
獺
監
り
）
．

私
立
幼
稚
園
児
保
護
者
へ
の
保
育
料
補
助
金
増
額
要
望
に
関

す
る
講
願

私
立
に
通
う
区
民
の
子
ど
も
と
区
立
に
通
う
子
ど
も
と
の
格

差
是
正
に
関
す
る
陳
情

■
区
民
厚
生
常
任
委
員
会
へ
付
託
　
六
件

区
の
身
障
者
団
体
補
助
金
増
額
に
関
す
る
講
願

学
竜
保
育
ク
ラ
ブ
の
設
置
を
求
め
る
講
願
（
代
沢
・
池
の
上

校
区
）

米
穀
小
売
業
経
営
に
関
す
る
講
願

忠
実
屋
出
店
に
対
す
る
請
願
（
烏
山
商
店
街
）

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
設
置
に
関
す
る
請
願
（
深
沢
地
域
）

結
核
入
院
・
在
宅
患
者
に
対
す
る
文
化
助
成
金
増
額
に
関
す
，

る
請
願

■
環
境
衛
生
常
任
委
員
会
へ
付
託
　
一
件

高
速
三
号
線
ド
駐
車
場
計
画
に
関
す
る
請
願

■
建
設
常
任
委
員
会
へ
付
託
　
七
件

失
対
就
労
者
越
年
手
当
に
つ
い
て
の
陳
屑

モ
ナ
ー
ク
三
軒
茶
屋
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
反
対
に
関
す
る
請
願

失
対
就
労
者
年
末
手
当
等
支
給
に
つ
い
て
の
謂
願

鳥
山
川
本
流
水
寄
対
策
な
ら
び
に
歩
行
者
專
用
道
路
に
関
す

る
請
願

失
対
就
労
者
年
末
手
当
等
に
関
す
る
請
願

公
園
等
設
置
に
関
す
る
請
願
（
奥
沢
四
、
五
丁
目
）

踏
切
閉
鎖
に
反
対
し
改
善
を
求
め
る
講
願
（
夷
横
線
八
幡
小

学
校
傍
）

■
文
教
常
任
委
員
会
へ
付
託
　
四
件

温
水
プ
ー
ル
食
堂
に
関
す
る
請
願

区
立
幼
稚
園
教
育
潔
境
整
備
等
に
関
す
る
講
願

文
化
財
保
護
に
つ
い
て
の
陳
情

一
年
保
育
制
区
血
幼
稚
園
増
設
等
に
関
す
る
陳
情

■
下
水
道
促
進
特
別
委
員
会
へ
付
託
　
一
件

下
水
道
枝
線
工
嚇
促
進
に
関
す
る
陳
憎
（
桜
丘
．
↓
r
目
5
番

23
号
付
近
）

■
議
員
の
住
所
・
電
話
番
号
変
更

大
沢
孝
明
（
公
明
）
　
北
沢
、
一
丁
目
4
0
1
9

畑
O
O
一
五

■
お
わ
び
　
前
号
の
「
せ
た
が
や
の
民
話
と
伝
説
」
で
、

文
・
絵
の
先
生
の
お
名
前
が
脱
け
て
い
ま
し
た
。
お
見

苦
し
か
っ
た
こ
と
を
お
わ
び
し
ま
す
。

O
雪
こ
そ
降
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
会
期
中
は
と
て
も

寒
い
日
が
続
き
ま
し
た
。
し
か
も
議
場
・
会
議
室
な
ど

は
工
事
中
で
暖
房
な
し
…
。
石
油
ス
ト
ー
ブ
で
暖
を
と

っ
て
決
算
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

O
加
え
て
総
選
挙
の
真
っ
最
中
で
も
あ
り
、
議
員
に
と

っ
て
も
大
い
そ
が
し
の
定
例
会
で
し
た
。

O
世
田
谷
区
の
財
政
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
1
少
し

で
も
わ
か
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
本
号
は
「
決
算
」
に
つ

い
て
特
集
を
し
て
み
ま
し
た
。

O
公
選
区
長
を
迎
え
て
早
や
三
年
目
に
な
り
ま
す
。
今

年
も
私
た
ち
区
民
の
代
表
が
ど
の
よ
う
に
活
動
し
て
い

る
か
を
、
で
き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
く
む
紹
介
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

O
本
号
に
つ
い
て
お
気
づ
き
の
点
、
区
政
へ
の
む
注
文

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
講
願
や
傍
聴
の
お
問
A
口
せ
は
、

区
議
会
夢
務
局
（
覗
）
一
一
一
一
、
内
線
謝
ー
鵬
ま
で

O
運
絡
く
だ
さ
い
。
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